








地域が目指す姿
（目標・指標）

１．楽しく暮らせる地域がある

基本
理念 楽しく暮らそう 安心・安全・安息のまち・みんなで支える共生のまち

1) 追分南地区などに親子が気軽に
立ち寄れる場所がない

2)各町内会に積極的にPRや投げかけが
できていない

1）町内に親と子どもがつながりあえる場所がある
（町内に１箇所のふれあい広場を設置）

２．子どもたちが活き活き活動している

1)ふれあいハウス「絆」のサテライトとしてふれあい
広場を町内に順次開設する

2-1)子育てニュースを発行し町内で共有する
2-2)各町内の子育てサークルへの支援を充実させる

1)市社協・社協・民児協
各町ボランティア

（最終期限 R4年3月）

2)市社協・社協・民児協
（最終期限 R4年3月）

活動プログラム
（具体的施策）

重点課題
（解決すべき問題）

誰がいつまでに
（活動の中心となる団体など）

1)社協と民児協および
各町のボランティアが進める

（最終期限R4年3月）

2)市社協・社協・民児協
（最終期限 R4年3月）

3)社協と民児協および各地区福祉
委員

（最終期限 R3年3月）

1)ふれあいハウス「絆」が発展してほかへ支援が
できている
（支援活動の中核となる）

2)住んでいる近くにつながりと支え合いの場所が
ある
（地域サロンを各町に1箇所開設）

3)安心の見守りと支援活動ができている
（高齢者宅へ声かけ数 2回/年）

1-1)各町の住民にPR活動ができていな
い

1-2)ふれあいハウス「絆」が若草だけで他
地域に拡がっていない

2）コージーガーデン・追分鴨田に
地域サロンがない

3) 訪問活動が高齢者の安否確認だけ
で終わっている

1-1) 各地区（町内会）に社協窓口を整備・充実する
1-2)各地区（町内会）と連携の取り方を検討する
1-3)定期的な連絡調整会議を設ける

2-1)ふれあい拠点設立と充実を図り高齢者の居場所
を拡げる （かがやきの丘、追分南町内会、
コージーガーデン町内会、追分鴨田町内会）

2-2)目標と進め方など地区ごとにすり合わせ計画す
る

3)訪問対象者の安否確認に加えて支援する活動に
つなげる

1)医療福祉を考える会議を設置する
（開催 2～3．回／年）

2)福祉委員制度の体制ができている
（各町内会に2名体制を築く）

1-1) 会議の必要性が伝わっていない
1-2)行政、地域包括センター等と

連携ができていない
2-1)福祉委員制度が理解されていない
2-2)福祉委員制度を積極的にPRして

こなかった
2-3)町内会の福祉委員制度と混同

されている

３．地域福祉を推進する風土がある

1-1)地域包括支援センター、行政、市社協等と
連携して会議の目標を決める

1-2)講演会や勉強会で理解を深め必要性を伝える

2-1）町内会の組織の班長、組長、福祉部長経験者
に福祉委員制度を伝え、理解を深める

2-2)地域の見守り活動に利用して貰う

1)まち協・各町内会・市社協・地域包
括、医療事業者など

（準備期間 R2年3月）
（最終 R3年3月）活動開始）

2)市社協・社協・民児協
（最終期限 R3年3月）


